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児童学分野
＜宮崎　駿氏＞
日本のアニメーション文化の振興と，子どもたちの
魂にふれるアニメーション映画制作の功績
宮崎　駿氏は，1963年東映動画社に入社以来，
ほぼ半世紀にわたり，アニメーション制作に貢献し
てきた。特に，1984年に公開された『風の谷のナ
ウシカ』では，厳しい現実の中で凛々しく成長して
いく少女ナウシカを描き，豊かな想像力と高い表現
力とでその実力を示した。以後，スタジオジブリを
拠点に制作を続け，『天空の城ラピュタ』『となりの
トトロ』『魔女の宅急便』『紅の豚』『もののけ姫』
『千と千尋の神隠し』『ハウルの動く城』『崖の上の
ポニョ』を公開。そのいずれもが子どもたちの大歓
声をもって迎えられた。また，宮崎アニメは子ども
に留まらず，大人をも魅了し続け，『千と千尋の神
隠し』では，2,350万人を劇場に動員し，300億円
を超える興行収入をあげたといわれている。まさに
国民的人気の宮崎アニメといえるだろう。宮崎アニ
メは海外でも評価が高く，『千と千尋の神隠し』で
ベルリン国際映画祭の金熊賞，長編アニメーション
映画部門でアカデミー賞を受賞。『ハウルの動く城』
でベネチア国際映画祭のオゼッラ賞を受賞。また，
2005年ベネチア国際映画祭で，宮崎氏は，その生
涯の功績に対して栄誉金獅子賞を受賞している。宮
崎アニメには，自然と科学文明の対立，文明の破壊
と再生というテーマや，環境問題としての公害や自
然破壊，戦争批判といった視点が巧みに盛り込まれ，
熟考させられると同時に，子どもが自分の足でしっ
かり立って成長する姿が描かれ，作品のカタルシス
になっている。宮崎氏は子ども好きで知られ，2001
年に三鷹の森ジブリ美術館を開館。2008年には，
スタジオジブリの企業内保育園として「3匹の熊の
家」をスタートさせている。日本のアニメーション
文化振興への貢献と，「生まれてきてよかった」と
子どもに生きる勇気を与え続けているアニメーショ
ン映画の功績に対して，日本女子大学家政学部賞を
授与した。
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THE SECOND JAPAN WOMEN’S UNIVERSITY AWARD FOR CONTRIBUTION 
IN THE FIELD OF HUMAN SCIENCES AND DESIGN (2009)
所管：家政学部を考える会
日本女子大学家政学部「家政学部賞」は，私たちの生活をより合理的で豊かなものにするために，家庭生
活や生活環境に関わる諸問題を自然科学的・人文科学的・社会科学的に探求し，人類の福祉に広く貢献する
個人および団体の活動を奨励するものである。
受　賞
児童学分野：宮崎　駿氏
食物学分野：キユーピ （ー株）「ジャネフ」ブランド
住居学分野：アレックス・カー氏（東洋文化研究者　株式会社　庵　取締役会長）
被服学分野：福井貞子氏（倉吉絣作家・鳥取県重要無形文化財保持者）
家政経済学分野：佐野　汀氏（特定非営利活動法人「アジアを紡ぐ会」理事長）
食物学分野
＜キユーピ （ー株）「ジャネフ」ブランド＞
日本の特別用途食品開発と普及に対する
大きな貢献
食事が疾病や身体機能に及ぼす影響は大きく，近
年増加している糖尿病，慢性腎臓病などの生活習慣
病や，高齢者の咀嚼・嚥下機能の低下による食事摂
取困難・栄養状態の低下時には，食事として摂取す
る栄養素の調整や食事形態への配慮が必要とされ
る。それらは近年，栄養治療として注目され，医療
現場において積極的に取り入れられているが，栄養
治療が急速に広まった背景には，疾病の治療に有効
な栄養成分を調整したり，安全に食事摂取ができる
ように考案された特別用途食品の開発や普及が関係
している。
キユーピ （ー株）社の「ジャネフ」ブランドはこ
のような食品の草分け的存在であり，現在は，病態
対応としてミネラル補給食，カロリー調整食，塩分
調整食，タンパク・エネルギー調整食，栄養補給と
して流動食，介護食などを製造・販売している。
「ジャネフ」の評価すべき点としては
①　治験データを備え，医学的根拠に基づいた商
品設計が行われていること
②　最先端の栄養学・技術を盛り込み，独自の品
揃えであること
③　美味しさが追求されていること
が挙げられる。
「食」はヒトが生きる上で必要不可欠なものであ
り，同時に生活を豊かにするという側面も持ってい
る。「ジャネフ」食品は，栄養学・医学的根拠に基
づきながら，安全性や美味しさが追求されており，
食事を通して栄養治療を必要とする患者の QOLに
大きく貢献しているといえる。以上の功績を讃え，
日本女子大学家政学部賞を授与した。
住居学分野
＜東洋文化研究者　株式会社　庵　
取締役会長　アレックス・カー氏＞
日本の伝統的住宅と暮らしの魅力を外国人の目か
ら「再発見」し，「現代的に生かす」ことの豊かさ
を提示する実践的活動
アメリカ生まれであるが，子供のころに父親の仕
事の都合で日本に滞在したことなどから，日本の伝
統文化に深い興味を持つ。その後アメリカの大学に
在学中に慶応大学に一年間留学をし，その間に日本
の田舎の古い民家に興味を持ち，築 200年の茅葺民
家を購入し，友人と修繕などして日本の住まいに興
味を深める。
主な著書には，日本語で書かれた『美しき日本の
残像』（新潮社 1993年），『犬と鬼―知られざる日本
の肖像』（講談社 2002年）のほか，英語で書かれた
『Lost Japan』（Lonely Planet Publications 1996年）
などがある。
“日本の文化を守り，伝えるには，多くの人が快
適に感じ，楽しく学び，創造に参画できる，新しい
技術と仕組みが必要”（株式会社　庵　ホームペー
ジより）との考えに基づき 2003年には，株式会社
庵を設立した。京都の町屋への滞在や伝統文化の研
修を一般の人が気軽に体験できるようにし，注目さ
れている。研修には，能，書道，狂言，武道など
様々な内容が用意されている。10棟の町屋を改修
し，宿泊ができるよう整えている。京都を日本の象
徴的な場所として訪れる多くの外国人ばかりでな
く，伝統的な日本の住まい方から遠ざかった暮らし
をしている多くの日本人に対しても改めて日本の住
まいの特徴を示す活動となっている。
近年京都の町屋が急速に消滅をしている中で，外
国人でありながら日本の伝統的な住まいの良さを伝
えるべく，多くの町屋を提供していることは，今後
の日本の住文化の継承に大きく貢献している。この
ような功績をたたえ，日本女子大学家政学部賞を授
与した。
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被服学分野
＜倉吉絣作家・鳥取県重要無形文化財保持者　
福井貞子氏＞
長年にわたる「倉吉絣」の再興と普及・研究・作
家活動
福井貞子氏は昭和 30年代に婚家先の大姑から，
当時衰亡の危機にあった倉吉絣の手ほどきを受け，
その後これを復興させるために膨大な資料を収集す
ると共に，歴史や技法・文様などの研究を始めた。
昭和 46年には倉吉絣保存会を設立，現在では倉吉
資料館を私費で開館して広く資料の公開を計ると共
に，作品の展示，実演，学集会などによって倉吉絣
の輪を広げている。
「倉吉絣」に関わる著書も多数執筆され，これら
の刊行物によって倉吉絣の名を世に広めた。特に
「木綿口伝」や「野良着」などは生活に密着した地
方織物を知る上で貴重な情報を提供するものであ
る。
作品は手紡ぎの綿糸を用いた素朴な風合いを特色
とし，倉吉絣ならではの木綿の堅牢さ暖かさ，また
深い正藍染を生かす工夫が重ねられている。また，
そうした倉吉絣の特徴を生かしながら現代にマッチ
する斬新な意匠を取り込んだ作品は日本伝統工芸展
においても高い評価を受け，多くの受賞歴をもつ。
同氏は倉吉絣の技術の伝承，歴史的研究，現代作
品としての創作活動，後継者の育成など，さまざま
な方面において地元産業の再興・普及に多大な貢献
を果たされ，平成 10年度倉吉市民栄誉賞，平成 17
年度伝統文化ポーラ賞（地域賞），平成 19年度鳥取
文化功労賞，鳥取重要無形文化財に認定されている。
なお同氏は本学家政学部（通信課程）昭和 37年度
の卒業生でもある。以上の功績を讃え，日本女子大
学家政学部賞を授与した。
家政経済学分野
＜特定非営利活動法人
「アジアを紡ぐ会」理事長　佐野　汀氏＞
アジアにおける人々の自立と自活への支援活動
「アジアを紡ぐ会」は，アジア，特にインド・ス
リランカの人々の自立と自活が進み，彼らが心豊か
に暮らせるようになること，またそれぞれの場で社
会と関わり生き甲斐を持って生きていける事を目指
している。具体的には，インド，インドネシア，ス
リランカなどで地域開発に関連した協力活動，地域
開発研究・調査，人材育成・教育研修活動及び文化
交流事業，環境に配慮した地域開発計画・実施支援
事業，アジアの人々への自立のための教育・啓蒙・
研修活動，地域資源を活用した収入向上事業の提案
などを行ってきた。特に近年，スリランカでは，津
波被災地での活動やスリランカ女性銀行プロジェク
トに携わるなど，途上国経済が順調にテイクオフす
るための支援を生活に密着した現場において行って
いる。この女性銀行プロジェクトは，2006年度に
ノーベル平和賞を受賞したグラミン銀行のビジネス
モデルにも類似しており，途上国の経済発展や女性
の支援に対して，重要な貢献が可能であると考えら
れる。
このように，「アジアを紡ぐ会」は①生活により
近いところで活動を行っていること，②経済の発展
や生活水準の改善に寄与しようとしていること，③
女性の人材育成に貢献していることなど，その活動
には，本学科の基本理念と重なる部分が多い。
また，国や自治体の手も必ずしも十分に届かない
が，公益性が高い様々な分野において，NPOが果
たす役割は大きい。NPOが企業，国，自治体など
の経済主体だけでは供給できないものを提供するこ
とにより，経済全体がスムーズに回るようになった
り政府がよりスリムで高質になったりすることが期
待できるからである。したがって，今後の我々の社
会や経済をより豊かにするためにも NPOの発展は
重要であり，「アジアを紡ぐ会」にも今後益々の活
躍が期待される。
以上の理由により，日本女子大学家政学部賞を授
与した。
第 1回家政学部賞（2008）
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